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 会  員  各  位 

 

                             岡山県図書館協会 

                             会長 小林 伸明 

 

 

令和９年度研究奨励金の交付申請者の募集について（通知） 

 

 このことについて、次のとおり、令和９年度の交付申請者の募集を行いますのでお知

らせします。なお、「図書館に関する研究」であれば広く交付対象となります。皆様の積

極的なご応募をお待ちしております。是非ご活用ください。 

 

記 

 

１ 研究奨励金交付の流れ   

（１）様式第１号により申請   

（２）審査委員による選考   

（３）理事会における議決  

（４）会長による採否及び採用の場合の金額（上限５万円）の決定   

（５）審査結果の通知   

（６）交付（定期総会にて） 

（７）研究終了後、１年以内に様式第２号により研究の概要をご報告いただきます。 

  

２ 募集対象者  岡山県図書館協会の個人会員 

 

３ 申 請 期 限   令和９年３月１９日（金） 

 

４ 申 請 先  〒700-0823 岡山市北区丸の内 2-6-30  

（問合せ先）  岡山県図書館協会事務局（岡山県立図書館 図書館振興課内） 

          TEL：086－224-1269 

 

５ そ の 他 

(1) 添 付 資 料：「岡山県図書館協会研究奨励基金に関する規程」 

(2) 業務上行う事業やそのための調査研究、研修会・イベント等の開催にかかる調査研

究は対象とならない場合がございます。 

(3) 過去の研究テーマは別紙を御参照ください。岡山県図書館協会ホームページにも掲

載しています。（https://www.libnet.pref.okayama.jp/libnet/kentok/index.html） 

https://www.libnet.pref.okayama.jp/libnet/kentok/index.html


岡山県図書館協会研究奨励基金に関する規程 

平成２０年 ５月２６日制定 

平成２４年 ６月２８日改正 

第１章 基金の管理 

（設置及び目的） 

第１条 岡山県図書館協会（以下「協会」という。）は会員の図書館に関する研究の奨励（以下「研究奨励」

という。）のため、岡山県図書館協会研究奨励基金（以下「基金」という。）を設置する。 

（積立て） 

第２条 基金として積み立てる額は、次に掲げる額の合計額とする。 

 １ 前条の目的のために寄附された寄付金の額 

 ２ 前号に掲げるもののほか、協会一般会計予算に定める額 

（管理） 

第３条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しなければな

らない。 

（運用益金の処理） 

第４条 基金の運用から生ずる収益は、予算の定めるところにより第一条に定める研究奨励の財源に充て

ることができる。 

（処分） 

第５条 基金は、第１条の目的を達成するため特に必要な場合に限り、これを処分することができる。 

 

第２章 研究奨励金の交付手続き 

（交付申請） 

第６条 第１条に定める研究のため、研究奨励金の交付を希望する者は、様式第１号により、研究主題・

研究概要等を明らかにして、別に通知する日までに、会長に申請しなければならない。 

２ 対象となる研究は、新しく着手するもの、研究中のもの、すでに終わったものの、いずれも可とす

る。 

（審査） 

第７条 会長は、前条の申請をうけたときは、別に委嘱する審査委員に研究内容等の審査を行わせるもの

とする。 

（交付の決定及び額） 

第８条 研究奨励金の交付及び金額は、 前条の審査結果を踏まえ、理事会の議決を経て会長が決定する。 

２ 交付金額は、上限を５万円とする。 

（研究成果の報告） 

第９条 研究奨励金の交付を受けた者は、研究終了後１年以内に研究主題・研究概要等を様式第２号によ

り会長に報告しなければならない。 

（その他） 

第１０条 研究奨励金の取扱いに関し、本規程に定めのない事項については、理事会の意見を聞いて、会

長が別に定める。 

附則 

（関係規程等の廃止） 

１ 岡山県図書館協会研究奨励基金の設定に関する規程（昭和４１年８月９日）及び研究奨励金の交付に

関する細則（昭和４２年１月２３日）は、廃止する。 



岡山県図書館協会研究奨励金交付研究一覧（令和 8年 6月現在） 

年度 氏  名 研 究 主 題 

42 加笠和子（玉野市在住） 「露和図書館用語集」編集と出版 

43 保田 寛（岡山県総合文化ｾﾝﾀｰ） 盲人関係文献所在調査 

44 湯浅照久（岡山市立図書館） 新聞漁業記事（岡山県）の索引 

45 
萩原芳身（岡山市立図書館） 

岡山県下の公共図書館における図書整理と目録作

成の手順と比較 

金光図書館整理研究会 分類目録体系と目録規則 

46 中島 栄（倉敷市立倉敷図書館） 貸出・返却事務の簡素化について 

49 村上喬一（岡山県総合文化ｾﾝﾀｰ） 岡山県下の公共図書館発達史の社会的背景の考察 

50 湯浅照久（岡山市立岡山工業高校） 岡山県の漁業資料の研究 

51 保田 寛（岡山県総合文化ｾﾝﾀｰ） 
ブックポストの歴史・起源・機能・利用状況なら

びにその功罪について 

52 茅原栄二（岡山県教育ｾﾝﾀｰ） 
読材を用いての速読み訓練をするための資料の収

集・作成 

54 
山本公子（岡山県総合文化ｾﾝﾀｰ） 新訂増補国史大系本「延喜式」の和訓について 

水野葉子（倉敷市立児島図書館代表） 貸出方式について 

55 平井洋一（岡山市立図書館） 身体障害者に対する図書館奉仕活動 

56 石戸洋子（津山市立図書館） 読書活動 

59 相澤泰憲（岡山商科大学附属図書館） 
大学図書館利用意識調査 岡山大学法・経済学部

社会人コース学生を対象に 

60 
武内チエ子・大崎淑美・宗巴（倉敷市立

中央図書館） 

倉敷市立中央図書館におけるコンピュータ導入に

ついて 

61 沼本和子（就実女子大学） 短大併設図書館における図書館利用について 

H1 

衛藤広隆（岡山理科大学図書館） 大学図書館における貸出について 

杉本香苗（山陽学園短大図書館） 短大における利用教育について 

秋田征矢雄（金光図書館） 岡山県内私立図書館の歴史的考察 

H2 小倉博子（山陽町立図書館） 読書への導きとしてのストーリーテリング 

H5 山陽町立図書館 油彩の原画貸出について 

H6 長代英雄（里庄町立図書館） 図書館の広報活動 

H7 土屋久利（倉敷市立水島図書館） 図書館資料のリサイクル 

H8 

山本典子（津山市立図書館） 自動車文庫車輌についての考察 

脇本篤子（岡山大学附属図書館鹿田分

館） 
身体に障害を持つ学生と大学の在り方 

H9 
武井浄司（井原市立図書館） 市内先人の歌句碑等の拓本集づくり 

長代英雄・遠藤真理子（里庄町立図書館） 郷土の発展に尽くした人々の紙芝居化 

H11 藤井教子（笠岡市立新吉中・新山小） 
絵本を読みあう勉強会－“読み聞かせ”というの

ではなく“読みあう”こととは 

H16 木村正昭（個人会員） 大学図書館における文献複写と著作権 

 H20 岡長平（岡山県立図書館） 岡山県図書館一覧 －明治・大正・昭和前期－ 

H21 窪津誠（岡山商工会議所） 図書館のビジネス利用に関する意識調査 

H25 嶋田学、横山ひろみ（瀬戸内市立図書館） 公共図書館による学校図書館支援に関する研究 

H27 岡長平（岡山県立図書館） 武藤正治事蹟 

H30 佐藤賢二（岡山県立図書館） 戦前期岡山の図書館活動について 

R6 朝倉省子（岡山県立岡山芳泉高校） でーれーＢＯＯＫＳ１０年の歩み 


